（報告書作成例）

生涯教育研修会報告
福祉事業部
【目的】
　食事管理のプロセスを理解し、対象者の特性に応じた栄養管理や衛生管理を行うとともに、栄養と医薬品の影響について理解を深めることを目的とする。
【開催日時、場所、参加者数】
日　　時：平成27年7月11日　9：00～16：40
場　　所：愛媛大学農学部　11番教室
参加人数：延べ257名（1．講義68名、2．講義68名、3．講義61名、4．講義60名）
主　　催：愛媛県栄養士会

【講義内容及び報告】

Ⅰ.講義（9：30～11：00）

講師：大洲市役所　子育て支援課　宇都宮　育子先生

「食事管理プロセス：対象者の把握、栄養食事基準、食品構成」
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食品構成は、施設により違いがあるので、各施設によって作成するのが望ましいということと2015年度改正の日本人の食事摂取基準の改正部分に着目した内容でした。

Ⅱ.講義（11：10～12：40）
講師：松山東雲短期大学　生活科学科教授　亀岡　惠子先生

「食事管理プロセス：献立計画、実施献立、献立評価」
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献立計画・評価では、対象者の食事に対するニーズを把握し、栄養摂取量に過不足がないか等、献立作成についてのプロセスをお話しいただきました。
Ⅲ.講義（13:30～15：00）　

講師：市立大洲病院　薬剤室　室長補佐　尾上　夏恵先生

「栄養（食物）と医薬品の影響について」
食品と薬の相互作用で、各過程における相互作用の説明をいただきました。
Ⅳ.講義（15：10～16：40）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　講師：大洲市学校給食センター　田渕　桂子先生

 「食事管理プロセス：衛生管理、感染対策、食事管理の改善」
大量調理施設衛生管理マニュアルに添って、スタッフの衛生管理の徹底、モニタリング方法、

食中毒を中心に感染予防についてお話しいただきました。

報告者　　亀井綾乃
